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台風境界層内外に起こる不安定のラージ・エディ・シミュレーション
Large-eddy simulation of instabilities in and above a hurricane boundary layer
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ラージ・エディ・シミュレーションモデルを用いて、台風の中心から 100kmおよび 40km離れた地点の境界層内に、ど
のような不安定が起こり、どのような構造が現れるかを調べた。計算結果は、乱流統計量とPOD解析（EOF解析ともい
う）を用いて分析した。POD解析と乱流運動エネルギー（TKE）の収支によると、境界層内に変曲点不安定が起こり、
波長 1.4～3.0 kmの水平ロール渦が現れる。また TKE収支と変動風速の水平分布によれば、地上付近に数百メートル間
隔でストリーク構造が出現する。この構造は、台風が上陸した後にしばしば見られる小スケールの被害に関係がありそ
うである。さらに、台風中心から 40kmの距離では、境界層の上に時計回りの渦が現れて成長を続ける。変動風速の水平
分布と TKE収支から、遠心力不安定が示唆される。しかし、このような渦が実際に存在するのか、観測を通して確かめ
る必要がある。
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